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日
本
共
産
党
・
金
子
卓
議
員
の
一
般
質
問
は

１
２
月
１
３
日
（
金
）
の
１
番
目
で
す

今
議
会
は
１

１
人
（
１
２
日
６
人
、
１
３
日

５
人
）
が
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
日
本
共

産
党

の
堀

江
鶴
治

議
員

は
１
３

日
（
金
）
の
５
番

目
で
す

� 金金金金子子子子 卓卓卓卓 議議議議員員員員のののの一一一一般般般般質質質質問問問問項項項項目目目目

１、福祉施策について

（１）生活保護費基準引き下げに伴う影響と対策

（２）家族介護慰労金 （３）子どもの医療費

（４）福祉タクシー

２、道の駅整備事業について

（１）基本計画 ①総事業費 ②地域農業の振興

（２）造成用土の仮置き

（３）整備事業全体の工程表

３、特定健診について

（１）特定健診の受診 ①受診状況 ②緒川地域の受

診率向上施策の検証（Ｈ２０年度暫定４１．６％から

Ｈ２３年度暫定６１．７％へ２０％増）

（２）特定健診一部負担金

４、いのしし被害対策について

（１）被害状況と捕獲状況（捕獲方法別）

（２）被害防止対策事業補助金

（３）わな猟免許取得講習

（４）捕獲・処分への助成

☆金子卓議員のホームページ
http://www.jcp-net.jp/kaneko-s/

日本共産党 検索

広
範
な
「
秘
密
」
指
定
、
共
謀

（
陰
謀
）
・
教
唆
・
扇
動
な
ど
で
処

罰
さ
れ
る
国
民
威
嚇
の
仕
組
み
―

い
ま
参
院
で
審
議
中
の
「
秘
密
保

護
法
案
」
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦

争
に
突
入
し
た
１
９
４
１
年
に
施

行
さ
れ
た
国
防
保
安
法
に
酷
似
し

て
い
ま
す
。
「
特
定
秘
密
保
護
法

の
制
定
に
反
対
す
る
刑
事
法
研
究

者
の
声
明
」
（
１
０
月
２
８
日
）

も
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
は
、
戦

前
・
戦
時
の
国
防
保
安
法
と
類
似

し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
ほ
ど
で
す
。

そ
の
構
造
を
み
て
み
る
と
―
。

国
防
保
安
法
は
、
軍
機
保
護
法

（
１
９
３
７
年
改
定
）
と
と
も
に
、

戦
前
・
戦
中
の
情
報
統
制
の
中
核

を
な
し
た
弾
圧
法
で
す
。
軍
機
保

護
法
が
「
軍
事
上
の
秘
密
」
を
対

象
と
し
た
の
に
対
し
、
国
防
保
安

法
は
「
国
家
機
密
」
全
般
を
対
象

に
し
、
最
高
刑
は
死
刑
で
し
た
。

「
秘
密
保
護
法
案
」
と
の
共
通

点
の
一
つ
は
、
秘
密
の
範
囲
が
広

く
曖
昧
で
「
何
が
秘
密
か
は
秘
密
」

な
こ
と
で
す
。

国
防
保
安
法
は
「
外
交
、
財
政
、

経
済
そ
の
他
に
関
す
る
重
要
な
る

国
務
に
係
る
事
項
」
が
対
象
と
さ

れ
、
「
そ
の
他
行
政
各
部
の
重
要

な
る
機
密
事
項
」
も
含
ま
れ
た
の

で
、
実
際
は
無
限
定
で
し
た
。
秘

密
保
護
法
案
は
、
軍
事
も
含
め

「
安
全
保
障
に
関
わ
る
情
報
」
を

広
く
対
象
と
し
、
同
じ
よ
う
に
無

限
定
で
す
。

ま
た
指
定
す
る
の
が
「
行
政
機

関
の
長
」
で
あ
る
の
も
同
様
で
す
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

太平洋戦争に突入した１９４１年に施行

テ
ム
で
運
行
し
て
い
る
が
、
今
後
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
、
市

財
政
運
営
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

地
域
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
、
見
直
し
を
お
こ
な
う
」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
抽
出
２
５
０
０
人
へ
の

郵
送
で
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
利

１
１
月
２
２
日
、
第
１
回
「
市

内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
目
的
は
市
内
公

共
交
通
の
見
直
し
で
、
「
平
成
２

２
年
４
月
１
９
日
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

市
内
全
域
実
証
運
行
、
平
成
２
３

年
４
月
１
日
の
市
民
バ
ス
運
行
見

直
し
を
経
て
、
現
行
の
交
通
シ
ス

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
バ
ス
・
路

線
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
内
で
配

布
）
を
お
こ
な
い
、
見
直
し
検
討
を

続
け
、
平
成
２
７
年
４
月
か
ら
新

交
通
シ
ス
テ
ム
で
の
運
行
を
開
始

す
る
計
画
で
す
。



法
律
が
成
立
、
施
行
さ
れ
、
社
会
全

体
へ
の
監
視
体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
秘
密
保
護
法
制

の
本
質
と
危
険
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
防
保
安
法
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、

「
翼
賛
議
会
」
と
称
さ
れ
た
第
７
６

帝
国
議
会
で
し
た
。
日
本
共
産
党
以

外
の
政
党
が
解
散
し
、
大
政
翼
賛
会

が
結
成
さ
れ
た
次
の
年
で
し
た
。

そ
の
翼
賛
議
会
で
も
、
「
こ
の
く
ら

い
窮
屈
な
法
律
は
な
い
。
…
国
民
が

政
治
、
経
済
を
議
論
す
る
場
合
に
窮

屈
に
な
る
、
か
ん
口
令
を
敷
か
れ
る
状

態
で
あ
り
ま
す
。
…
わ
れ
わ
れ
政
治

家
、
あ
る
い
は
言
論
界
に
携
わ
る
者
は

ほ
と
ん
ど
極
端
な
る
か
ん
口
令
を
敷
か

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

（
小
高
長
三
郎
議
員
、
衆
院
国
防
保

安
法
案
委
員
会
第
３
回
速
記
録
）
な

ど
と
、
言
論
統
制
へ
の
懸
念
が
表
出
。

担
当
の
柳
川
平
助
司
法
相
も
「
国
民

に
や
や
も
す
れ
ば
不
安
感
を
与
え
る

よ
う
な
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
は
お
説
の

と
お
り
」
（
同
前
）
と
答
弁
し
て
い
た

の
で
す
。

秘
密
保
護
法
案
の
衆
院
通
過
の
際
、

安
倍
晋
三
首
相
は
「
こ
の
法
案
に
対

す
る
国
民
の
不
安
・
懸
念
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
」
と
の
べ
ま
し
た
が
、

「
承
知
」
し
て
い
る
な
ら
強
行
採
決
な

ど
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

国
防
保
安
法
の
「
不
安
」
の
最
た
る

も
の
は
、
秘
密
保
護
法
案
と
同
様
、
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国
防
保
安
法
は
、
「
主
務
大
臣
又

は
会
議
の
長
が
国
家
機
密
の
指
定
を

行
う
」
（
当
時
の
司
法
省
刑
事
局
長

答
弁
、
１
９
４
１
年
２
月
３
日
）
仕

組
み
で
し
た
。
国
民
は
「
国
家
機
密
の

指
定
せ
ら
れ
る
限
界
に
つ
い
て
一
般
人

は
何
も
知
ら
ぬ
」
（
『
問
答
形
式

国

防
保
安
法
早
わ
か
り
』
４
１
年
出
版
）

状
況
で
し
た
。

「
知
ら
ぬ
間
」
に
犯
罪
者
と
さ
れ
、

処
罰
さ
れ
る
仕
組
み
は
秘
密
保
護
法

案
も
同
様
で
す
。
共
通
点
は
、
秘
密

の
漏
え
い
と
と
も
に
探
知
・
収
集
が
処

罰
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
教
唆
、
扇

動
し
た
者
、
そ
の
予
備
・
陰
謀
ま
で
も

が
処
罰
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
教
唆
は
漏

え
い
が
実
行
さ
れ
な
く
て
も
処
罰
さ

れ
ま
す
。
秘
密
保
護
法
案
で
は
、
「
陰

謀
・
予
備
」
が
「
共
謀
」
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

「
法
定
に
お
け
る
手
続
き
で
弁
護

士
が
国
家
機
密
を
知
得
し
た
も
の
を

公
に
す
れ
ば
犯
罪
に
な
る
」
、
「
（
国

会
議
員
が
）
秘
密
事
項
と
指
定
さ
れ

た
も
の
を
委
員
以
外
の
議
員
に
内
容

を
漏
ら
し
た
場
合
…
本
法
に
触
れ
る
」

（
前
出
『
早
わ
か
り
』
）
点
も
同
じ
で

す
。国
防
保
安
法
制
定
で
、
全
国
の
主

要
都
市
に
は
強
力
な
強
制
捜
査
権
限

を
も
つ
防
（
ぼ
う
）
諜
（
ち
ょ
う
）
係
の

検
事
が
配
置
さ
れ
、
軍
部
で
は
憲
兵

が
法
施
行
を
担
当
。
「
言
論
統
制
な

ど
戦
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
制
に
猛
威

を
振
る
い
、
国
民
の
知
る
権
利
を
根
こ

そ
ぎ
奪
っ
た
」
（
刑
事
法
研
究
者
の
声

明
）
の
で
す
。

太
平
洋
戦
争
突
入
の
直
前
に
施
行

（
１
９
４
１
年
５
月
）
さ
れ
た
国
防

保
安
法
。
当
時
の
審
議
で
も
、
数
々

の
疑
問
・
危
険
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、

「
何
が
秘
密
か
も
秘
密
」
と
い
う
問
題

で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
法
案
提
出
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
陸
軍
を
代
表
し
て

答
弁
し
た
田
中
隆
吉
・
兵
務
局
長

（
少
将
）
は
「
こ
れ
が
秘
密
だ
と
い
う

こ
と
は
相
手
に
対
し
て
乗
ず
る
隙
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
秘
密
だ
と

い
う
こ
と
が
既
に
秘
密
な
の
で
あ
り
ま

す
」
（
衆
議
院
第
４
読
会
）
と
明
言
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
議
員
か
ら
は
「
ど

の
程
度
が
国
家
の
機
密
に
な
る
だ
ろ

う
か
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
疑
い
を
抱
く

の
は
ど
の
程
度
の
も
の
を
守
れ
ば
よ
ろ

し
い
か
…
と
い
う
こ
と
」
（
江
原
三
郎

議
員
、
衆
院
委
第
２
回
速
記
録
）
な

ど
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

一
般
人
は
処
罰
さ
れ
な
い
の
か
、

新
聞
記
者
は
ど
う
か
、
国
会
議
員
は

秘
密
会
の
情
報
を
ど
の
程
度
守
れ
ば

い
い
の
か
な
ど
な
ど
、
「
秘
密
」
の
範

囲
を
め
ぐ
る
問
題
は
当
時
も
焦
点
で

し
た
。

当
時
の
政
府
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、

「
秘
密
」
は
「
秘
密
性
も
極
め
て
高
度

な
も
の
で
、
ご
く
小
範
囲
の
も
の
に
限

ら
れ
る
」
と
か
、
「
国
民
全
般
が
自
粛

自
戒
し
て
お
れ
ば
引
っ
か
か
る
こ
と
は

な
い
」
な
ど
と
、
こ
と
さ
ら
影
響
を
少

な
く
み
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

今
日
、
安
倍
首
相
が
「
（
秘
密
の
）

９
割
は
情
報
収
集
衛
星
の
画
像
や
暗

号
だ
」
な
ど
と
国
民
生
活
に
関
係
な

い
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
す
。

し
か
し
、
国
防
保
安
法
は
実
際
に

は
「
国
家
機
密
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
な

が
ら
、
公
に
し
た
り
新
聞
に
載
せ
た
り

す
る
と
法
に
触
れ
る
」
（
『
国
防
保
安

法
早
わ
か
り
』
４
１
年
出
版
）
と
さ

れ
、
一
般
人
も
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。

法
が
施
行
さ
れ
た
１
９
４
１
年
の

検
挙
数
は
５
９
件
。
軍
機
保
護
法
違

反
の
１
４
９
件
（
内
務
省
警
保
局
編

『
外
事
警
察
概
況
』
）
に
は
及
び
ま

せ
ん
が
、
国
民
へ
の
威
嚇
効
果
は
絶
大

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

国
防
保
安
法
施
行
の
２
日
後
の
５

月
１
２
日
か
ら
は
「
全
国
防
諜
（
ぼ
う

ち
ょ
う
）
週
間
」
が
開
始
さ
れ
、
「
全

国
一
斉
に
ラ
ジ
オ
放
送
、
週
報
・
写
真

週
報
の
特
集
、
講
演
会
、
読
書
会
等

の
催
物
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
他
地

方
防
諜
委
員
会
の
設
置
促
進
、
警
察

官
警
防
団
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
各

地
で
国
民
が
強
制
動
員
さ
れ
た
」

（
纐
纈
厚
氏
著
「
戦
前
期
『
秘
密
保

護
法
』
の
役
割
」
『
現
代
史
と
「
国
家

秘
密
法
」
』
所
収
）
の
で
す
。

全
国
に
は
防
諜
係
の
検
事
が
配
置

さ
れ
、
軍
部
で
は
憲
兵
隊
が
法
の
運

用
に
あ
た
り
ま
し
た
。
新
聞
は
、
「
秘

密
秘
密
と
漏
ら
す
な
秘
密
」
「
恐
れ
よ

外
人
ス
パ
イ
の
手
」
な
ど
と
”
防
諜
ス

ロ
ー
ガ
ン
”
を
掲
載
。
国
防
保
安
法

は
「
憲
兵
政
治
」
と
称
さ
れ
た
東
条

内
閣
の
最
強
の
武
器
と
な
り
、
”
物

言
え
ぬ
社
会
”
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
す
。

し
か
も
、
国
防
保
安
法
に
も
と
づ
く

捜
査
は
、
尾
行
、
内
偵
な
ど
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
性
の
高
い
捜
査
方
法
が

積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
の
司
法
省
刑
事
局
長
は
、
影

響
が
大
き
い
た
め
に
、
「
い
か
な
る
時

期
に
い
か
な
る
事
件
を
検
挙
い
た
す
こ

と
が
最
も
適
当
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
極
め
て
重
大
な
問
題
」
と
し
て
、

「
相
当
期
間
に
わ
た
り
、
内
偵
の
結

果
、
発
覚
す
る
よ
う
な
場
合
が
多
い
」

と
答
弁
。
「
人
権
蹂
躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）

の
問
題
を
惹
起
す
る
お
そ
れ
」
も
否

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
（
衆
院
委
第
３
回

速
記
録
）

別
の
答
弁
者
も
「
準
備
の
周
到
を

期
し
つ
つ
検
挙
の
時
期
を
待
つ
と
い
う

の
が
防
諜
警
察
の
一
般
的
順
序
段
階

だ
」
（
貴
族
院
委
員
会
速
記
録
）
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
陰
謀
、
教
唆
、
扇
動
」

な
ど
で
処
罰
す
る
と
い
う
、
国
民
の
日

常
生
活
を
監
視
し
た
り
、
内
心
ま
で

の
ぞ
か
な
け
れ
ば
立
証
で
き
な
い
規
定

か
ら
く
る
、
あ
る
意
味
当
然
の
結
果
で

し
た
。

「
秘
密
保
護
法
案
」
で
も
、
「
共
謀
、

教
唆
、
扇
動
」
な
ど
で
一
般
国
民
が

処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
、
政
府
は
認
め
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
盗
聴
や
お
と
り
捜

査
、
内
偵
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
が
再
現
し
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
１

２
月
１
日

付
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
）


